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OG・OB 会理事会議事録 

 

日時：2025 年 8 月 28 日（木）19 時 00 分～20 時 00 分 

場所：Zoom 

出席者：22 名 

 

挨拶（山本会長） 

・ユニホーム新調支援では多くの寄付をいただき感謝します。 

・引き続き OGOB 会運営のご支援とご協力をお願いします。 

 

議題 

１．チーム状況報告 

杉江監督（33 期）より 

・選手数 69 名 大きなケガ人なく万全の状態で初戦を迎える。 

・学生たちは初戦に全てをかけている。 

・8/24 には山本会長から今期のチーム支援金目録をいただき感謝する。 

・昨年度は TOP リーグの大学別集客数で、中大は 7 位 一試合平均約 320 名 今期はさら

なる動員と応援をお願いしたい。 

村井部長（29 期）より 

・4 年生中心にチームビルドしている。 

・学生たちの勝利を目指す姿勢と努力が伝わり、勝たせてあげたいと感じられるチーム。 

熊谷コーチ（37 期） 

・スターターは他大学に引けを取らない力がある。 

・学生たちの思いや努力をコーチがいかに支えるかが鍵になると感じている。 

 

２．リーグ戦スケジュール 

添付資料により説明があった。 

 

３．会費・寄付金状況 

今年度の実績（8/27 時点） 

 会費  578 万円 

 寄付金 111 万円  

 白門飛躍会募金 他 525 万円 

 合計 1,214 万円 昨年度比 318 万円増 うちユニホーム新調支援 152 万円 

記録が残る期のなかで過去最高額となった。 

しかしユニホーム新調支援金の目標額に未達のため、第二弾の募集を予定している。 
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（参加者から意見、提案） 

・若年層へアプローチ強化。 

・現役時代から OG・OB 会の意義や参加意識を伝える教育の不足。 

・会費未納が多い世代に対して未納の原因調査と対策が必須。 

・ユニホーム支援を募集する際にはイメージを添付すると効果的。 

・クラウドファンディングの利用。 

・ユニホームの企業スポンサーを増やせないか。 

 

４．審判員拡充 

資料に基づき説明 

（参加者から意見、提案） 

・学生の時から審判の役割や魅力を伝え、審判候補を育成してはどうか。 

 

５．その他 

資料に基づき説明 

・今期から関東学連 理事に梶川さん（26 期）、社員代表に登川さん（26 期）、26 期理

事に笹川さんが就任した。 

 

関東学連 梶川理事から情報 

 日大有志の会の学生により日本スポーツ仲裁機構に仲裁申し立てがあったが、関東

学連は仲裁手続に応じないこととした。これによって申し立ては退けられ、仲裁に

よる解決は行われないこととなった。 

 

参加者から意見、提案 

・次回の理事会は若年層の理事も積極的に参加させるべき。 

・次回の理事会では、今回の意見や提案に対する回答や進捗を共有してほしい。 

・課題ごとに少人数のグループを作り集中して協議できないか。 

・OB 間の交流を図る必要を感じた。統括理事を使い理事から始めるのがよい。 

・OGOB 会活動を理解するためにも理事は年次で交代制がよい。 

・会費納入は義務感からではなく、気持ちよく納入したくなるように OGＯB 会から

情報発信が必要。 

 

以上 


